

























































































































































































































組踊「肝高の阿麻和利」とキムタカのマチづくり」 あります。現代音楽とダンスを取り入れて、勝連城十代目城主「阿麻和利」の半生を描いた舞台を手掛けています。 子どもたちの居場所づくり、 ふるさと再発見、 大人と子どもが参画する地域おこしを目的に一九九九年
（平成十一）
に企画されましたうるま市の勝連城界








































































































組踊「肝高の阿麻和利」とキムタカのマチづくり」 あります。現代音楽とダンスを取り入れて、勝連城十代目城主「阿麻和利」の半生を描いた舞台を手掛けています。 子どもたちの居場所づくり、 ふるさと再発見、 大人と子どもが参画する地域おこしを目的に一九九九年
（平成十一）
に企画されましたうるま市の勝連城界








〇〇八年にはハワイ公演を果た ました。 毎年、 ユネスコ協会連盟では全国大会を行っていますが、 今年、 二〇一六年の沖縄大会の二日目に、メンバ の中高生たちが歌って踊ってくれました。このプロジェクトの合言葉は 「
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を含めて、地域の歴
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雑司ヶ谷」代表の小池陸子さんに、 雑司 谷のことを伺 機会をいただきました。実を言うと 豊島区や雑司が谷 ことを知る機会をいただいたのはそれが初めてのことでした。 印象深かったのは、 としまユネスコ協会の方々をはじめ して、 豊島区 未来考えている方々が、 非常に活気にあふれていることです。 や り中心となる人たちが、 元気に楽しく活動していること 重要だと感じ、心からこちらのプロジェクトを応援したいと思いました。
 
ご清聴、どうもありがとうございました。
 
 
（かわかみ・ちはる
 
公益社団法人日本ユネスコ協会連盟事務局長）
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